
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢工科高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月21日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 新学習指導要領を

踏まえた効果的な

学習指導を進める

ことにより、もの

づくりの現場や新

たな社会(Society 

5.0)で求められる､

職業人としての専

門的かつ実践的な

技術・技能と、そ

れを支える基礎的

学力の着実な定着

を目指す。 

② 特別活動への取組

から、他者との協

働を進める上で必

要となる資質と能

力を育成する。 

・新教育課程を定着

させると共に社会

変化に対応できる

不断の授業改善を

行う。① 

・ICT利活用や工業技

術向上の為の様々

な企画に取り組

み、学校の専門性

を深化させる。① 

・行事や生徒会活動

をより充実させる

ことで、各種の活

動における他者と

の協働の機会を創

出し、生徒の成長

を促す環境を整え

る。② 

・授業見学や研修会

を定期的に行い、

教科や世代を超え

た授業改善に関す

るアイデアを共有

する。① 

・ICT 利活用事業、DX

ハイスクール等の

企画に取り組むと

同時に、産業フェ

スタや STEAM EXPO

等の行事を通じて

学習成果の実践に

つなげる。① 

・ICT 学習ツールの活

用事例を共有する

為に校内研修の充

実を図る。① 

・行事や生徒会活動

に対する生徒の意

見や要望を調査

し、生徒会本部役

員会を中心に活動

の充実に向けた検

討を進める。② 

・授業改善に関する

取組や、各事業の

成果を校内で共有

することができた

か。① 

・工業関連の各行事

において、生徒が

学習成果を活かし

た活動を実践でき

たか。① 

・ICT を利活用した授

業実践の割合を向

上できたか。学習

効果を集約し授業

へフィードバック

できたか。① 

・行事や生徒会活動

をより充実させる

ための検討と実践

ができたか。② 

・各種の行事や生徒

会活動に対する生

徒の満足度は高め

られたか。② 

・主に ICT 利活用に関し
て、企業からの講師に
よる教員研修や、他校
に公開された研究授業
等を通じ、授業改善に
全職員で取組み、成果
を共有する事ができ
た。① 

・藤沢産業フェスタや
STEAM EXEO、校内に小
中学生を招いてのもの
づくり体験教室等に本
校生徒が取組む中で、
授業で身につけた技術
を活用し、自信を深め
る事ができた。① 

・DX ハイスクール事業で
整備された機材を活用
し、ロボットやイルミ
ネーション制御等の地
域貢献につながる学習
を拡げる事ができた。
また、これらの活動を
生徒会や有志の生徒が
実践する事で、各種の
学習発表につなげ、こ
れを充実される事がで
きた。①② 

・本校のミッションと
して、ICT 利活用事
業やDXハイスクール
に関連したカリキュ
ラムの充実を、さら
に進め、本校の特色
としてHP等で発信す
る事で、入選倍率の
向上に寄与できる様
に取組む必要があ
る。① 

・校内外で行われる各
種イベントの中で、
専門高校の技術やも
のづくりの成果を発
信していく事を継続
すると同時に、参加
するイベントの精選
や内容のブラッシュ
アップを行い、より
負担なく効果的に本
校の魅力が、中学生
に伝わる様な方策を
各グループが連携し
ながら模索していく
必要がある。①② 

・ICT の利活用につい
て、課題であった通信
環境の改善のほか、一
人一台端末など機器の
導入も進みハード面で
充実してきている様子
が分かった。授業にお
ける活用にも前向きに
取り組んでいる様子だ
が、今後は様々な教育
コンテンツを有効に活
用し、ソフト面からも
更なる充実を図り、よ
り効果的な指導の実現
に努めること。① 

・日頃授業で学んでいる
ものづくりに係る学習
の成果を、イベントな
どを通して地域貢献に
活かすことが効果的に
実践されている。② 

・文化祭などの学校行事
において生徒が活き活
きと取り組んでいる様
子が印象的だった。挨
拶なども良くできてお
り、好ましい態度が育
成できている。② 

・教科指導におけるICT
利活用については、
県の ICT 利活用推進
指定校事業、及び DX
ハイスクール事業に
係る研究ともリンク
させ、職員研修や研
究授業などを通して
組織的に取組を進め
ることができた。ま
た教材のデジタル化
を進めるなかで、組
織的な授業改善や教
材の共有化も進んで
きている。① 

・授業で取り組んでい
るものづくりに係る
学習の成果を活かし
て地域貢献活動を実
践することで、本校
での学びに対する意
識を向上させること
ができた。② 

・コロナ禍を経て縮小
していた行事も再開
し軌道に乗ってきて
いる。更なる活性化
が望まれる。② 

・県のICT利活用推進
事業について本校は
第２期も指定を受け
ることとなり、継続
申請をしているDXハ
イスクール事業と共
に、今後も効果的な
指導を推進するため
に研究を深めていく｡
また「Society5.0」
に対応できるエッセ
ンシャルワーカーの
育成に向けた教育課
程も検討したい｡① 

・地域と連携した活動
は大きな成果がある
一方で、対応する件
数が多くなり様々な
面で負担が増加して
いる。一部に負担が
集中しないよう分担
の工夫や内容の精選
をする必要がある｡② 

・学校行事は他者との
協働による体験から
得るものが多く教育
的効果が高い。引き
続き学校行事の活性
化を推進する。② 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①豊かな人間性と社

会性、及びコミュ

ニケーション能力

の育成に向けた指

導を推進する。 

②全ての生徒の学校

生活がより良いも

のとなるよう、教

育相談及び支援教

育体制を充実さ

せ、一人ひとりに

対し丁寧な対応を

行う。 

 

・部活動への取組を

通し、人間性や社

会性、コミュニケ

ーション能力の伸

長を図る。① 

・規範意識、基本的

生活習慣、社会的

マナーの定着に向

けた指導と支援を

推進する。① 

・教育相談・支援教

育に学校全体で共

通認識を持ち、SC

やSSWのほか外部機

関とも連携し組織

的に対応する。② 

・各部の活動内容を

充実させるととも

に、生徒に自らの

成長を実感させる

指導に努める。① 

・服装頭髪、遅刻指

導、交通安全指導

を行うとともに、

問題行動に対する

予防的指導に取り

組む。① 

・状況を的確に把握

し、外部との連携

を図りながら組織

的に教育相談・支

援教育を実践す

る。② 

 

・生徒アンケートに

おいて部活動への

肯定的な回答が増

加したか。① 

・遅刻や問題行動の

発生を防止する効

果的な指導はでき

たか。件数は抑制

できたか。① 

・日々の相談のほか

サポートドック、

いじめ防止アンケ

ート等も活用して

状況を確認し、

様々な生徒に効果

的な支援を行うと

ができたか。② 

 

・部活動加入率が伸び悩
んではいるが、着実に
活動し成果をだすこと
ができた部も多い。① 

・服装指導については改
善が見られた。授業マ
ナー違反・注意無視に
よる連絡票は増えた
が、これは先生方が連
絡票を利用して積極的
に指導を行ったことに
よる。なお特別指導件
数は昨年度とほぼ同じ
件数であった。① 

・サポートドック、夏休
み前後の全員面談を行
い、一人一人に対し支
援体制の充実を図っ
た。また、教育相談コ
ア会議を毎週開いて生
徒情報を共有し、組織
的に支援を進めた。② 

・部活動を活性化させ
るため、活動に対す
る生徒の要望を調査
し、満足度を向上さ
せる方策を検討する
必要がある。① 

・交通安全教室、携帯
電話教室などのほ
か、問題行動を起こ
させないようにする
ための予防的指導の
充実を検討する。① 

・サポートドックや全
員面談のほか､日々
の生活における生
徒一人ひとりの状
況をきめ細かく把
握し、適切に支援
できる体制の更な
る充実を目指す｡② 

・高校時代に部活動を通
して学ぶことは多い。
加入率が低い状態が続
いているようだが、地
道にしっかりと活動し
実績を残している部も
ある。活性化を図る取
組を進めること① 

・問題行動が多い状況が
改善しないが、多くの
生徒は真面目に学校生
活を送っていると思わ
れる。引き続き指導に
取り組むこと。① 

・教育相談件数が多いな
か、様々な問題を抱え
る生徒に対し、職員間
で情報を共有するとと
もに、外部との連携も
図りながら、きめ細か
な対応を行うよう努め
ている。② 

・技術部では建築研究部
がものづくりコンテス
ト木材加工部門で県大
会優勝、文化部では軽
音楽部が県総合文化祭
で決勝大会進出、運動
部はバドミントン部が
県大会ベスト32など
の成果を残すことがで
きた。また加入率は低
いが他校との合同チー
ムも含め地道に活動を
行うことができた。① 

・問題行動の予防的指導
を視野に入れ、教育相
談的視点からの検討も
行い一定の成果を得る
ことができた。①② 

・教育相談については、
コア会議を中心に組織
的かつきめ細かな対応
を実践できた。② 

 

・部活動の加入率がな
かなか向上せず、各
部とも部員不足が常
態化している状況で
はあるが、他校との
合同チームも視野に
入れつつ、生徒のニ
ーズに応えるととも
に活動に対する満足
度を向上させるため
に体制を整える必要
がある。① 

・問題行動発生の背景
には、生徒本人の発
達や家庭環境に課題
を抱える状況が要因
としてある場合も多
い。指導と支援の一
体化を推進し、より
効果的な支援・指導
ができる体制の構築
が求められる。①② 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月21日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①地域や社会の発展

を担う職業人に求

められる能力や態

度を育成するとと

もに、自らの可能

性への気付きを促

すキャリア教育を

効果的に実施す

る。  

②生徒が望む進路の

実現を支援するた

め、それぞれに対

しきめ細かな進路

指導を進める。 

・生徒のキャリア発

達を促す指導を、

進路グループ、教

科、学年などで連

携し効果的に推進

する。① 

・進路選択時に適切

な選択ができるよ

うに、ガイダンス

を充実させるとと

もに、保護者との

連携をとりながら

指導を行う。② 

 

 

・インターンシップ
やデュアルシステ
ムなどの就業体験
活動や、卒業生に
学ぶ会、出前授業
などの取組を通し
て、望ましい勤労
観・職業観を育成
する。① 

・進路説明会等やガ
イダンス等で進路
に関する情報を確
実に伝え、保護者
と連携しながら適
切にアドバイスを
するなど、生徒の
主体的な進路決定
を支援する。② 

・様々な活動や指導
を通して、望まし
い勤労観・職業観
を育成するととも
に、進路実現に向
けた生徒の意識を
高めることができ
たか。① 

・高い進路決定率を
維持することがで
きたか。進路指導
への生徒・保護者
の満足度は高い
か。本校の指導や
対応について企業
の評価は得られて
いるか。② 

・就業体験活動、出前授
業、現場見学等が生徒
自らの進路選択に向け
た意識の醸成に有意義
なものとなっている。
そしてこのことが生徒
の勤労観、職業観を育
むことにつながってい
る。① 

・進路説明会やガイダン
ス、また個別の指導・
助言を通して生徒自ら
将来を真剣に考え、進
路決定率も 98.2％と高
水準を保つことができ
た。保護者や企業から
の評価についても良好
だった② 

・左記の活動や取組
は生徒が将来を自ら
考えていくうえで有
益であると考えられ
ることから、今後も
各種の就業体験活動
や見学の機会を提供
していきたい。① 

・進路説明会やガイ
ダンスの内容を生徒
にとってより意義深
いものになるよう内
容を充実させていき
たい。また次年度も
保護者と学校が連携
した進路支援を行っ
ていきたい。② 

・総合技術科高校として
企業や業界団体等と連
携し、就業体験活動、
出前授業、現場見学会
など、地域産業を支え
る人材の育成に向けた
実践的な指導に良く取
り組んでいる。① 

・高い進路決定率を維持
できている。しかし高
卒就職者の定着率の低
さ問題になっている。
今は求人が多い状況で
あるが、安易な選択を
させないようしっかり
と指導を行うこと。ま
た進学に向けた指導も
充実させること。② 

・課題研究の授業で行
っている｢デュアルシ
ステム｣や､｢インター
ンシップ｣などによる
就業体験活動、また
企業や業界団体との
連携による出前授業
なども数多く実施す
ることができ、国家
資格の取得に繋がる
実践的な指導も行う
ことができた。① 

・希望する生徒の 98％
について卒業後の進
路を実現でき、保護
者からの評価も良好
だった。② 

・就業体験活動や出
前授業の実施につ
いては、各系によ
り参加者数や実施
数に偏りがある。
また業種による偏
りもあるので、よ
り多くの生徒のニ
ーズに応えられる
よう体制を整える
必要がある。① 

・生徒が主体的に進
路選択に臨むよう､
企業や大学など外
部との連携を更に
進め、自らの将来
を考える意識を高
める効果的な働き
かけを検討する｡② 

４ 地域等との協働 

①連携・協働により

地域に貢献し愛さ

れる学校づくりを

進める。また各種

の活動を生徒の課

題解決能力の伸長

や人間的成長に繋

げる機会とする。 

②地域とともにある

学校としての認知

度を向上させるた

め、積極的に情報

発信を行う。 

・本校の学習で習得

した知識や技術を

活かし、生徒が地

域に貢献できる活

動を推進する。① 

・大規模災害の発生

に備え、地域との

連携強化を検討す

る。① 

・本校の魅力特色を

地域や中学生・保

護者に定着させる

ため、引き続き積

極的に情報の発信

を行う。② 

・各種の地域イベン

トや交流事業に積

極的に参加し、生

徒が活躍できる機

会を創出する。① 

・行政や自治会と連

携し、具体的な防

災活動について取

組内容を点検し、

改善に向けた検討

を行う。① 

・学校説明会のほか

公式 HP や SNS を活

用し、本校に関す

る情報を効果的に

発信する。② 

・イベントを通して

地域に貢献するこ

とができたか。参

加した生徒の達成

感や来場者の満足

度は高いか。① 

・地域防災に関連し

た各種の対応を点

検できたか。必要

な改善をすること

ができたか。① 

・来場者アンケート

で肯定的な回答が

増加したか。HP や

SNS の閲覧数は増加

したか。② 

・各種のイベントに積極
的に取組み好評を得る
ことができ、生徒の達
成感も高かった。① 

・学年末に、１年生及び
地域防災担当者を対象
とした防災教育(地震体
験車、災害用トイレの
設置訓練等)を藤沢市と
協力し実施した。① 

・校内実施の学校説明会 
では、全３回で 706 名
（前年比0.97倍）の参
加があり、来場者アン
ケートでは肯定的な回
答は89.5％だった。② 

・HPや SNS を通じて引き
続き情報発信に努め
た。なおＸ更新は50ポ
ストだった。（前年比
1.0倍）② 

・参加生徒を増加さ
せたいが、イベント
にも限りがあるの
で、多くの生徒にか
かわりを持たせられ
るよう工夫する。① 

・本年度は地域と連
携した防災訓練を実
施できたので、次年
度も継続する。① 

・学校説明会来場者
数が横ばいなので、
来場者アンケート等
を参考に実施時期や
内容を改善する。② 

・HPやSNSの活用は効
果が高いと考えられ
るので、更にスピー
ド感を持って更新し
広く本校の情報を発
信できるよう体制を
整える｡② 

・地域の様々なイベント
や郷土づくりに係る活
動に生徒達が積極的に
参加し「地域協創」に
前向きに取り組んでい
る様子が分かった。今
後も引き続き地域と連
携した活動を効果的に
推進すること。① 

・災害時に地域の拠点と
して役割を果たす備え
ができている｡① 

・本校の魅力を発信する
学校説明会に力を入れ
ているが、更なる工夫
をすること。受検生や
保護者としては、学校
選びの最終決定を行う
際の学校説明会での印
象は非常に大きい。ま
た SNS などの活用も効
果的である。積極的に
情報発信すること。② 

・｢ものづくり｣による
連携活動を引き続き
推進することで、地
域に貢献するととも
に、生徒の達成感や
自己肯定感の向上に
資する取り組みがで
きた。① 

・企業との連携から、
校内に防災トイレを
設置した。設置工事
の実施にあたり生徒
も作業を担当するな
ど､教育的効果の高い
取組とすることがで
きた。① 

・学校説明会の来場者
数は横ばいだったが
アンケートでは肯定
的な回答が約９割だ
った。また SNS によ
る情報発信にも積極
的に取り組んだ｡② 

・ものづくりを通した
地域貢献活動は、参
加した生徒の達成感
も高く､より多くの参
加を実現したいが､
様々な負担から参加
できる数にも限りが
あるため、運用に工
夫が必要である。① 

・新設した防災トイレ
も活用し、生徒への
防災教育とも関連付
けながら、地域の防
災拠点として有事へ
の備えを進める｡① 

・私学の学校説明会は
公立校と比べて印象
的で効果が高いとの
指摘をいただいた。
私学を始め他校の取
組も参考としながら
より効果的な広報活
動を検討する。② 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 安全安心に活動で

きる教育環境を整

備するため、施設

設備の充実、事故

や災害への対策を

進める。 

②学校運営の組織的

な改善や事故・不

祥事の発生防止に

取り組み、社会の

信頼と期待に応え

る学校づくりに努

める。 

・教育活動を円滑に
行うため、校内環
境の保全と改善を
進める。① 

・ICT利活用授業研究
を推進するため、
ICTツールが日常的
に使えるよう環境
整備を進める。① 

・職員一人ひとりが
教育公務員として
の自覚を持ち、引
き続き不祥事防止
に努める。② 

・校内の施設・設備
の充実と安全の確
保、また校内の美
化に係る活動に取
り組む。① 

・Wi-Fi 通信環境が整
っていない箇所を
調査し、改善に向
け増設を行う。① 

・不祥事防止に対す
る職員の高い意識
を維持するため、
研修や情報提供を
継続的に行う。② 

・施設設備の点検・
整備、また破損個
所や危険個所の改
善ができたか。校
内美化や廃棄物の
適切な処理を推進
できたか。① 

・Wi-Fi 通信環境を改
善することができ
たか。① 

・効果的な取組を進
め、不祥事ゼロを
継続することがで
きたか。② 

・ロッカー及び下駄箱等
の破損状況を確認し、
修理・取替をすること
ができた。校内美化に
努め、廃棄物の適切な
処理について意識を高
める指導を推進した① 

・県の取組みで校内の
Wi-Fi が各 HR 教室に増
設され、通信環境の改
善が実現した。① 

・不祥事防止研修を毎月
実施するなどの取組か
ら、不祥事の発生を防
止することができた｡② 

・危険個所、破損個所
等を点検し、安全安
心に活動できる環境
に整える。また来年
度のオフィス改善事
業に合わせ職員室等
の整備も進める｡① 

・実習室等のネットワ
ーク環境は未だ整っ
ていないため、引き
続き改善に向けた検
討が必要である。① 

・今年度｢ヒヤリハッ
ト｣事案があったこ
とから、防止体制の
強化検討が必要。② 

・日々の点検などしっか
りと実施していること
が分かった。安全・安
心な教育環境を維持す
ることは、生徒や保護
者にとって非常に重要
な事である｡① 

・ICT 利活用環境はハー
ド面の整備が進んでい
るとの事で、今後の効
果的な活用に期待す
る。① 

・不祥事防止に向けた取
組については、力を緩
めることなく、引き続
きしっかりと行うよう
にすること。② 

・校内の危険個所の点
検のほか、車いすを
使用する生徒への安
全対策、またオフィ
ス改善事業に係る検
討を進めた。① 

・懸案だった HR 教室の
通信環境が AP 増設に
より改善され、一人
一台端末を有効に活
用できる環境の整備
が進んだ｡① 

・成績処理に関する点
検体制の不備が確認
され、改善に向けた
対策を行った。② 

・車いす使用生徒の
緊急時の避難経路
の整備が完了して
いないため実施を
急ぐ。またオフィ
ス改善事業は今夏
の実施に向け準備
を着実に進める｡① 

・実習室等の通信環
境の改善、一人一
台端末の購入率向
上に向けた対応が
引き続き必要｡① 

・成績処理の点検体
制については、見
直した手順を徹底
し万全を期す。② 

 


